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１.主題設定の理由 

平成15年3月に文部科学省の調査研究協力

者会議より「今後の特別支援教育の在り方」

が示され、障害種別の枠にとらわれない新し

い学校制度「総合養護学校」の設置が推進さ

れることとなった。新しい学校になっても同

じ敷地内にいるだけで何の接点もないのは、

別々に建っていた今までとほとんど変わらず、

総合養護学校を設置する意味に乏しいと考え

た。何らかの積極的な意義を見つけるためは、

知的障害と肢体不自由が出来るだけ合同で学

習する場面を設けることが必要である。本研

究では、知的障害と肢体不自由が合同で学習

することを前提とし、高等部においてどのよ

うな教育課程を編成することが望ましいのか

を探る。 

２.研究の目的 

知肢併設養護学校において、知的障害と肢

体不自由が合同で学習する意義を見出し、そ

の効果的な教育課程の編成の在り方を探る。 

３.研究の内容・構成について 

知肢併設養護学校の教育課程を考察するた

めに、学校要覧調査と学校見学（方法１）、仮

想データによる教育課程作成（方法２）、実践

授業（方法３）の三つの方法により研究を行

う。 

４.まとめ 
障害種をこえ知的障害と肢体不自由の二つ

が合わさり、合同に学ぶ意義は、「社会性を育

てるための集団活動の機会が多く得られるこ

と」「障害特性に応じて総合的・専門的な教育

を受けることができること」の 2点であった。

具体的には、双方に①集団の確保と維持②自

立活動の充実③教科の内容の充実、をもたら

すと考えられる。また、知肢が相互関与する

ための教育課程の編成法として、①指導内容

の整理②類型数と学習グループ③時間割りの

工夫④授業形態の配慮が考えられる。指導内

容や類型及び、学習グループを工夫すること

により、多様な学習グループを確保すること

が、知肢の相互関与する授業につながる。総

合養護学校になった場合、障害種が重複化し

ているからこそ、ひとつの障害だけではなく

あらゆる障害の深い専門性を持った教育が必

要とされる。その専門性をどの子どもも受け

られる「システムづくり」を具体的に考えて

いくことが必要だと思われる。 

そのための教育課程の編成方法として大切なことは？ 
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社会性を育てるための集団活動の機会が多く得られること 

障害特性に応じて総合的・専門的な教育を受けることができること 

Ｂ 類型と学習グループ 

の編成の工夫 

類型は最小限（肢３、知２）

にし、あとは授業で学習グル

ープの組み方や授業の形態を

工夫する。 

 

Ａ 指導内容の整理 

 

知肢が合同で行える指導と

内容を決めること。 
軽度知的障害には教科の内

容が必要であり、重度知的障

害には自立活動の内容が必

要なこと。 

Ｃ 時間割りの工夫 

 

あらかじめ、知肢が合同で

行う授業を設定し、多様に組

み合わさることのできる時間

割り編成の考え方について考

察する。 

 

Ｄ 授業展開の配慮 

 

ひとつの授業の中でも、一

斉指導、グループに分けた

指導、個別の指導等,どの形

態が効果的であるかを、学

習内容に応じて展開させて

いかなければならない。 

① 集団の確保と維持 

② 自立活動の充実 

③ 教科の内容の充実 
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